稿_ 

〇オダヒゲナガコバネカミキリ（写真 2) 

Molorchus (^Litiomius) gracilis ( HAYASHI ) 

2 静岡県天竜市二误町， 15. iv . 1978 
〇ヤマトシロオビトラカミキリ（写真 3 ) 

Kazuoclytus lautoides ( HAYASHI ) 

1?,静岡県天竜市二俣町， 15. iv . 1978 
いずれも，寺の境内のィロハ カエデ 花上より採粜され 
た。 この 花にはカ ミキリ が多く，同時に ミヤマルリ ハナ 
17 exs .， カエデヒゲナガコバネ 92 S S 46? 罕を はじめ， 
かなりの個体数が得られた0 

末策ながら，本種の同定の確認をしていただいた小笠 
原降氏，貼下での記録の有無を御教示下さった P 間唆一 
博士，また，その際に一方的に御世話いただいた平片-克 
男氏，そしてこの記録の発表を勧められた藤田宏氏に感 
謝したい。 

(:〒 43 卜33天黾市二保町二俣1342) 

広島県で ケブカマルクピカミキリを 採集 

山 本漢次 

ケブカマルクビカ ミ キリ Atimia okayamensis HAYA - 
SHI は，従来岡山.長野両貼下のみで記録されていた 
が，笟者は広岛阽にて本植を採集しているので報告して 
ぉく。 

2$$,広0貼盌田郡川尻町， 25. xi . 1977 
1 S は切られてから1年近くたったと思われるネズミ 
サシ Juniperus rigida SlEB . et ZUCC . の枯木の，樹 
皮下に作られた蛹室で，腹部を外側に向けて死んでいた 
個体であった。 

編 m 部注）広 sa 下における本秘の採集例は， ft 近，「広 g 虫の 
会会報」第16号 P. 11に報告されている（小阪敏和他,1977)。 

(:〒 729-2(3 広岛県盌田郡川尻町字川尻 558-6) 


西表島でイシガキイトヒゲカミキリを採集 

小0直樹 

従来石垣岛特産であったイシガキイトヒゲカミキリ 
Serixia ishigaLiana N . OHBAYASHI を西表岛で採染し 
ているので報告しておく。 

1 $4 西表岛大當， 18. V . 1977 

大當部落の與手で，バリバリノキのひこばえに来てい 
たものである。 

同&•からは，同じ * Ser /■!：/« 诚のイリオモテイトヒゲ *5. 
iriomoteana が記載されているが，1965年6月26日にゥ 
シクの森で採集された1 S (holotype) 以外に採染されて 
いないようである。 


虫 



イシガキイトヒゲカミキリ （西表岛大常産) 


原記叔幻によれば，両稀の差は体の色，触角の良さ， 

前胸背.上唇の形が異なる点で区別されるとあるが，上 
記西表岛産のイシガキイトヒゲ1 S 4罕罕と石坦岛産の 
同補40数頭を比較検討していくと，この仲間は殺虫液に 

した時間によって色彩がかなり異なってくること，触 
角の比 • 長さ，前胸背 • 上唇の形もある程度の個体変異 
はあることより，記叔文からはイシガキイトヒゲとイリ 
オモテイトヒゲの決定的な違いを見い出すことはできな 
かった。 

今回，西表 tv で採染したは，あるいはイリオ 
モテイトヒゲとして記叔されたものと同じものかも知れ 
ない。 

*) N. OHBAYASHI (1970): Bull. Jap. Ent. Aca.，5 
(1)，pp. 3 〜 4 

(:〒 114 北区王子本町 1-15-8) 

御蔵島5月中旬のカミキリ 

中村俊彦 

，者は1977年5月16〜19日に御藏岛を訪れる機会があ 
り，村の周辺と限られた範囲の採班ではあったが，下記 
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のカミキリを得たので報告しておく。これらはすべて， 
すでに記録されている補である。 

1. ヒメクロ トラカミキリ* 

Rhaphuma di mi nut a (BATES) 

多数，シイの花上。 

2. アラカワシロヘリトラカミキリ 

Ajiag/yptus arakau’ae KANO 
多数，シイの花上。 

3. ハチジョウウスアヤカミキリ* 

B imetopia japonic a heiatia HAYASHI 
少，メダケのビーティング。 

4. Asa/>erda sp . (シナノクロフカミキリに 近似の柿） 
多数， ハチジョウグ ヮの枯技。 

5. ハネナシチビカミキリ 

Palausybra hachijoensis HAYASHI 
1 ex ., 拈枝 ？ のビーティング。 

6. オオキハネナシサビカミキリ 

Pseudalc izumikuraua HAYASHI 
3 exs ., 枯枝？のビーティング。 

7. ハスオビヒゲナガカミキリ 

Cleptomcl(>l>i(S bimaculatns (BATES) 

1 ex . 

8. アト モン サビカミキリ* 

Plerolophia ^ranulata (MOTSCHULSKY) 

少，ビーティング。 

9. ナカジロサビカミキリ 

Plerolophia jtifiosa (BATES) 

1 ex . 

10. トカラヤハズカミキリ* 

Uraecha gilva YOKOYAMA 

2 1?,タブの新しい枯枝〇 

11. オキノェラブコブヒゲカミキリ 

Rhoclopina okinoeralmana komiyai HAYASHI 

1 燈火 

12. ドイカミキリ* 

Doius divuricatits (BATES) 

多数，ヤツデ.ミズキの枯枝。 

13. シラホシカミキリ 

Glcnca r elect a BATES 
多数， ツタを 後食。 

14. リュウキュウルリボシカミキリ 

Gletiea chi or os i)ila GAHAN f. hachi jonis 

多数， ツタを 後食。 

以上 14 種であるが， 5 月上旬の三宅岛…と共通する 
ものは 5 補 （* 印）である。シイの化は滿•開で，トラカ 
ミキリの 2 種はすべてこれより採集した . Asaperda sp . 


はハチジョウグワの沽枝より得られたが，採染された所 
は比較的限られていた。 

本*)藤田-小笠原(1977): ELYTRA, 5(1)， pp. 19〜20 
(:〒175板撟区岛島平 2-28-1-704) 


石垣島にて採集した 

ピロウドカミキリ属の1種について 

岩橋 正 


石垣岛ォモト S •において，今まで同岛よ0知られてい 
なかったと思われる Acalolepta を採银したので報告し 
ておきたい。 

1?，石垣岛ォモト&， 11. Vi . 1977,岩橋1[採集 
体長21 mm . —見 ，セ济の A . formosuna BREUNING 
によく似ている。 



I 1 巧岛からはイシ ガキビロウ 
トカ ミ キリ Acalole pta ishi - 
gakiami BREUNING et Vl - 
LLIERS が記載されている（現 
在のところ， Type 標本の1 
S しか得られていない）が， 
この m は原記，によると体 
長が 12. 5 mm と小さく，その 
他の特徴やザから判断する 

とアナバネヒゲナガに近いも 
ののようで，今回得られた個 
体とは別なものと思われる。 

ォモト&中腹で，雨天の中， 
広葉樹の拈葉をビーティ ング 
して採粜した。カミキリ屋は 
一般に石坦岛へは4〜5月に 
多く訪れているようだが， こ 


の Acalolepta は6月以降に発生するため今まで発見さ 


れなかったのかもしれない。 


*) BREUNING , S. & VlLLIERS , A. (1973): Bull . 
Sex:. Ent. France, 78(/0, pp. 49 〜 50 

(:〒 830 久留米市南町花園 11-4) 


ミヤマケシカミキリの分布追加記録 

草間慶一 • 多比良嘉晃 

节者らは本誌前号 （ Vol . 5 , No . 2, 1977) でミヤマヶ 
シカ ミ キリ Exocefitrus montilineatus KUSAMA et TA - 
HIRA を記故した* > が，この柿:の採染記録として以下が 
あるので追加報告しておきたい。 

産地の追加として： 
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